
第
五
十
回
全
国
短
歌
大
会
報
告中

沢
直
人

朝
日
新
聞
社
賞
一
首
・
学
生
短
歌
賞
一

首
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
八
月
十
二

日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
医
療
提
供
体

制
が
逼
迫
し
、
首
都
圏
を
中
心
に
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
等
に
鑑

み
、
参
加
者
の
安
全
と
感
染
リ
ス
ク
の

回
避
を
第
一
に
考
え
、
十
月
三
十
日

（
土
）
午
後
一
時
よ
り
東
京
・
神
田
の

学
士
会
館
に
て
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た

授
賞
式
は
中
止
す
る
こ
と
と
決
定
さ
れ

た
。
昨
年
に
続
く
授
賞
式
の
中
止
は
残

念
で
あ
っ
た
が
、
十
月
の
時
点
で
都
道

府
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
が
可
能
か
否
か

の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
ぎ
り
ぎ
り

の
決
定
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
賞
状
・
副
賞
は
郵
送

し
、
選
評
も
選
評
集
と
し
て
ま
と
め
、

選
歌
集
と
共
に
応
募
者
全
員
に
送
る
ほ

か
、
特
別
選
評
を
録
画
し
、
協
会
Ｈ
Ｐ

で
限
定
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
動
画

の
公
開
は
、
現
代
歌
人
協
会
と
し
て
初

め
て
の
試
み
で
あ
る
。

　

受
賞
者
・
受
賞
作
は
次
の
通
り
。
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い
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子
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ら
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眉
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く
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ご
く
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ま
た
来
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市
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小
林
菫
子

も
う
君
の
オ
ル
フ
ェ
で
な
く
て
振
り

　

第
五
十
回
全
国
短
歌
大
会
（
現
代
歌

人
協
会
主
催
、
朝
日
新
聞
社
後
援
）は
、

六
月
二
十
一
日
を
も
っ
て
作
品
の
応
募

を
締
め
切
っ
た
。
応
募
者
数
は
四
四
四

名
、
応
募
歌
数
は
二
一
三
九
首
で
あ
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
「
災
害
時
に
近
い
局
面
」（
厚
労

省
専
門
家
会
議
）
と
も
い
わ
れ
る
状
況

の
中
、
長
引
く
閉
塞
感
が
応
募
数
に
影

響
し
な
い
か
が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、

応
募
者
数
・
応
募
歌
数
と
も
昨
年
を
大

き
く
上
回
り
、
多
く
の
方
々
の
短
歌
に

対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

今
年
度
の
選
考
経
過
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
ま
ず
、
応
募
作
品
集
を

一
〇
名
の
選
者
に
郵
送
し
、
選
者
賞
、

秀
作
第
一
席
、
第
二
席
、
及
び
佳
作

一
七
首
の
選
を
し
た
後
、
そ
の
結
果
を

集
計
し
て
八
月
六
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
選

者
会
議
（
進
行
・
担
当
理
事　

東
直
子

氏
）を
行
い
、
全
国
短
歌
大
会
賞
二
首
・

向
け
ば
ど
の
花
野
で
も
一
人
だ
と
知

る
＊
朝
日
新
聞
社
賞

�

浜
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ウ
イ
ル
ス
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よ
十
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ネ
オ
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月
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触
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そ
う
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庄
野
酢
飯

不
揃
い
の
野
菜
は
安
く
売
ら
れ
お
り

心
臓
の
よ
う
な
ト
マ
ト
を
握
る　

＊
選
者
賞

奥
田
亡
羊
選�

花
巻
市　

安
部
勝
衛

七
万
本
の
松
の
被
災
の
砂
浜
に
今

三
万
の
苗
青
み
た
る

楠
　
誓
英
選�

市
川
市　

小
林
菫
子

も
う
君
の
オ
ル
フ
ェ
で
な
く
て
振
り

向
け
ば
ど
の
花
野
で
も
一
人
だ
と
知

る
栗
木
京
子
選�

浜
松
市　

尾
内
甲
太
郎

生
命
を
宿
し
た
過
去
の
な
い
ビ
ル
で

人
事
へ
告
げ
る
妻
の
臨
月　

黒
瀬
珂
瀾
選�

浜
松
市　

尾
内
甲
太
郎

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
て
も
い
い
よ
十
字

架
の
赤
い
ネ
オ
ン
は
月
へ
触
れ
そ
う

小
島
な
お
選�

三
鷹
市　

風
野
瑞
人

ス
テ
イ
と
い
う
こ
と
ば
何
度
も
口
に

し
て
躾
け
る
つ
も
り　

ひ
と
の
渚
に

て
坂
井
修
一
選�

市
川
市　

小
林
菫
子

も
う
君
の
オ
ル
フ
ェ
で
な
く
て
振
り

向
け
ば
ど
の
花
野
で
も
一
人
だ
と
知

る
富
田
睦
子
選�
玉
野
市　

林
良
三

元
気
な
れ
ば
コ
ロ
ナ
禍
な
る
も
旅
し

た
し
居
酒
屋
ゆ
き
た
し
心
く
ね
く
ね

内
藤
　
明
選�

渋
谷
区　

大
澤
康
男

菊
さ
ん
の
笑
い
顔
に
は
歯
が
三
本
歯

科
衛
生
士
綺
麗
に
磨
く

東
　
直
子
選�

京
都
市　

津
田
純
江

ホ
ス
ピ
ス
の
母
は
一
椀
の
に
ゅ
う
め

ん
を
啜
り
て
命
繋
が
る
と
言
う

渡
　
英
子
選�

東
村
山
市　

岡
本
和
子

マ
ス
ク
生
活
二
年
目
に
入
り
子
ど
も

ら
の
眉
濃
く
う
ご
く
夏
が
ま
た
来
た

　

特
別
選
評
に
お
い
て
は
、
冒
頭
、
今

回
の
全
体
的
な
印
象
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

二
年
目
で
あ
る
こ
と
は
大
き
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
指
摘
が
小
島
な
お
氏
か

ら
あ
っ
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
対
す
る

不
安
が
多
く
の
作
者
の
心
を
占
め
て
い

た
の
に
対
し
、
今
年
は
新
し
い
生
活
を

楽
し
む
な
ど
、
明
る
い
方
向
の
歌
が
増

え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
コ

メ
ン
ト
で
あ
る
。
奥
田
亡
羊
氏
も
、
今

年
は
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
素
材
が
登
場

し
、
前
向
き
な
歌
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

大
会
賞
の
岡
本
作
品
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
季
節
の
と
ら
え
方
が
よ
い
（
小
島

氏
）、「
夏
が
ま
た
来
た
」
と
い
う
結
句

が
生
き
て
い
る
（
奥
田
氏
）、
小
林
作

品
は
、
不
思
議
な
空
間
を
描
き
出
す
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
（
小
島
氏
）、
諦

念
と
ひ
ん
や
り
と
し
た
感
触
が
魅
力

（
奥
田
氏
）
と
の
評
を
受
け
た
。

　

栗
木
京
子
理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

奥
田
・
小
島
両
氏
の
特
別
選
評
か
ら
成

る
今
回
の
動
画
は
、
次
回
の
全
国
短
歌

大
会
ま
で
約
一
年
間
の
予
定
で
応
募
者

及
び
協
会
員
向
け
に
協
会
Ｈ
Ｐ
で
限
定

公
開
さ
れ
て
い
る
。
来
年
は
会
場
で
の

開
催
が
か
な
う
よ
う
願
っ
て
い
る
。
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